
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

宮城県気仙沼保健福祉事務所情報紙 

ふかひれ通信 
～気仙沼管内の「頑張ってる！」を伝えたい～ 

 

平成３０年７月 31 日発行 

Vol.４０ 
宮城県気仙沼保健福祉事務所 

（気仙沼保健所） 

 

 

平成３０年６月１２日（火）に市内にある愛耕幼稚

園の皆さんが，日頃の感謝の気持ちを伝えに気仙沼保

健福祉事務所に来所してくださいました。 

元気いっぱいに「いつもありがとうございます。」と

挨拶をいただいた後，きれいなお花と素敵なメッセー

ジカードのプレゼント，そして賛美歌を披露していた

だきました。 

たくさんの元気な子供たちとのふれ合いや，園児の

皆さんからの感謝の言葉やプレゼントに，当日所内で

は，みやぎ県民防災の日「総合防災訓練」が実施され

ていたこともあり，緊迫した職員の心を和ませるとと

もに，これからの子供たちの健やかな成長を共に願う

ひとときとなりました。 

９月２０日から２６日は動物愛護週間です。 

動物愛護管理法では，すべての人が「動物は命あるも

の」であることを認識し，みだりに動物を虐待すること

のないようにするのみでなく，人間と動物が共に生きて

いける社会を目指し，動物の習性をよく知ったうえで適

正に取り扱うよう定めています。 

飼い主にはペットの命を預かる責任と，社会に対する

責任の両方が必要になります。動物が苦手な方も多いこ

とを理解し，社会のルールとマナーを守り，ペットが地

域社会に受け入れられ生涯を送ることができるよう，愛

情と責任を持って飼い続けてください。 

 

気仙沼保健所では夏休み前のこの時期に，旅館組合

や地域の食品衛生指導員の皆様にもご協力をいただ

き，旅館や民宿などの一斉巡回を実施しています。 

今年も，全施設を対象に保健所の食品担当・旅館担

当の職員が訪問し，施設の衛生状態の確認と日常的な

管理についての聴き取りを行いました。また，巡回に

合わせて地区ごとに衛生講習会を開催し，食中毒やレ

ジオネラ症の予防についての注意喚起や，巡回により

分かった注意点への助言指導を行いました。 

保健所では今後も旅館の衛生確保に努めてまいりま

す。 

 

健康な体にメスをいれるのはかわいそうだから

と，不妊去勢手術をしない方がいます。しかし，動

物は本能で繁殖をします。不妊去勢手術もしない，

繁殖もさせないというのは動物にとって大きなスト

レスとなります。不妊去勢手術には，望まない命を

生み出さない，子宮や精巣の病気にならない，性格

がおとなしくなる等のメリットがあります。この機

会にぜひ考えてみてください。 

 また，宮城県獣医師会では飼い主のいない猫の不

妊去勢手術費用を一部助成する制度があります。助

成を受ける場合には条件がありますので，事前に宮

城県獣医師会へお問い合わせください。 

 

 



保健福祉部技術参事兼 

保健医療監兼気仙沼保健所長 

鹿野 和男 

 このコーナーでは，管内の保健福祉や環境衛生関係
の活動・業務に取り組む方からお話をお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気仙沼保健福祉事務所（保健所）での勤務は２回目

です。前回は１５年前で，まだ１市４町の時代でした。

赴任早々に SARS 騒動があったことが一番記憶に残

っています。 

気仙沼勤務後は異動を続け，県内７保健所全てに勤

務しました。 

大震災時は塩釜保健所勤務でした。事務所は水没し，

管内の被害も甚大であり，対応に追われました。しか

し，後になって石巻・気仙沼地域の被災状況を見聞き

し，更に大変な状況の地域があることを知りました。 

震災後は塩釜保健所で２年間勤務した後，内陸部の登

米保健所・仙南保健所に５年間勤務しました。今思う

と，内陸部に異動後は，震災復興と聞いても余りピン

と来なくなっていたことは否めません。 

しかし，４月の赴任以降，管内各所を当所事務所長

と視察した際，復興にはまだもう少し時間がかかると

実感しました。今後は，気仙沼市・南三陸町の復興に，

微力ながらお役に立てればと思っています。 

平成 30年 6月 6 日（水），気仙沼市錦町にある気

仙沼市市民福祉センター「やすらぎ」を会場に，気仙

沼圏域介護職員合同入職式が開催されました。 

この入職式は，気仙沼市内の介護保険事業所の団体

や行政機関などで組織する気仙沼圏域介護人材確保協

議会が，気仙沼圏域の介護施設等に就職した方を対象

に，仕事に対する意欲を高めてもらうとともに，事業

所の枠を越えて介護職の仲間をつくるきっかけとなる

よう開催したものです。今年で 2 回目の開催で，23

名の参加がありました。 

入職式では，主催者や来賓の挨拶などに続き，特別

養護老人ホーム キングス・タウンの及川夏穂さんか

ら新入職員代表の挨拶がありました。その後，参加者

全員で記念撮影を行ってから，新入職員の交流会が開

催され，新入職員の交流が図られました。 

 

✿ ✿ 

早いもので今年も半年が過ぎました。うだるような暑

さが続いておりますが，みなさまいかがお過ごしでしょ

うか。 

夏になると夏祭りや花火大会といったイベントが盛り

だくさんですが，一方で，食中毒や熱中症などが心配さ

れるのもこの季節です。体調管理に気を付け，楽しい夏

をお過ごしください。（次号は９月の発行予定です。） 

↓ご感想・ご意見等どしどしお寄せください！↓ 

担 当：気仙沼保健福祉事務所広報委員会  

電 話：0226-22-6661  

メール：fukahire@pref.miyagi.lg.jp 

 


